












阪大NOWに 「大阪の第一印象は安 くて もう
まい(で も、大阪のお好 み焼 きは苦手)」 と
書 いた ら、 ある方か ら 「挑戦 的です ね」 との
コメ ン トを頂 きま した。茨城県つ くば市の産
総研か ら基礎工物性物理工学領域 に昨年赴任
した鈴木義茂です。 さて、お好み焼 きの談義
は さてお き、関西 における物事の合理性 には
驚 かされ ます。大 阪では安い店で もそれな り
に美味 しい料理が 出るので感心 します。JRの
み どりの窓口の ようにい くつかあ る窓口 に並
ぶ ときに、一列 に並 び、一人ずつ空いた窓口
か ら利 用 してい くように したの も関西 がは じ
め と聞いてい ます。一方、関東 では、 レス ト
ラ ンが高級(料 金が高い)と い うだけ、ある
い は、客が列 をな して並 んでいる とい うだけ
で人が集 ります。味や コス トパ フォーマ ンス
が良い指標 になっていない ように見 えます。
さて、工学 の分野で は、素子等 の性能 を合
理的 に評価 しよう とす るときに性能指数 とい
う数値 を用 います。私の研究分野 では、例 え
ば トンネル磁気抵抗素子 の"磁 気抵抗比"が
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図1.ト ンネル磁気抵抗素子 と楽天的な磁気抵抗比(MR)
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図2。 トンネル磁気抵抗素子の発展
産 総 研 プ レス リリ ース(2004.9)に 加 筆 して引 用 。
最 近 さ らに室 温 で300%のMRを 東 北 大 が 実 現 した。
うに2枚 の強磁性電極 を非常 に薄い絶縁層 で隔てる と、絶縁層 を通 して トンネル電流が流 れます。
このときの電流 は対向する二つの電極の磁化 の向 きが平行 の とき大 きくな り、反平行 のとき小 さく





この定義は、"楽 天的 な定義"と 呼 ばれるこ とがあ ります。 なぜ な らば、二つの抵抗値 のうち、
小 さい ものを分母に持 って きたので、答 えが大 きくな りやすいか らです。図2に"室 温"に おける
"楽天的 な"ト ンネル磁気抵抗比 の年代推移 を示 しま した
。図 にはあ りませ んが最初 の磁 気抵抗素
子 は1975年 にフランスで作 られ、低温で14%の 磁気抵抗効果 を示 しました。その後、1995年 に東北
大の宮崎教授等 のグルー プが室温で大 きな磁気抵抗比 を得 て、一気 に応用研 究が開始 されま した。
現在では、 トンネル磁気抵抗素子 は既 に磁気ハー ドディスク ドライブの読み取 りヘ ッ ド用 に実用化
されています。 また、昨年試作 品が出た不揮肇 の固体 ランダムアクセスメモ リ(MRAM:Magneto-
reSistiveRAM)に も利用 されてい ます。
ところで、先程 の文章で"室 温"と"楽 天的"に 括弧 をつけ ました。 これは、性能指数の定義が
その用途 によって変わ って くるためです。低温では何万%も の磁気抵抗比が出る物質があ りますが、
なかなか応用 にはつ なが りませ ん。"室 温"は 応用上非常 に重要 な指標です。 また、"楽 天的"な 定
義 は トンネル素子 をスイ ッチ と見た ときのON/OFF比 を表すの に適 しています。一方、セ ンサー と
して見た ときの出力電圧 の評価 には以下の"公 平"な 磁気抵抗比の定義が適 しています。 ,
(公平な磁気抵抗比)=
(抵抗 値)反 平行一(抵 抗 値)平 そテ
(抵抗 値)反 平そ,+(抵 抗 値)平 行
×100[%]
平行時の抵抗値がい くら小 さ くて も出力電圧 は大 きくな らないか らです。 この様 に書 くと、「性
能指数 とは場当た り的な もの」 との印象 を受 けるか もしれません。 しか し、応用において私たちが
本当に必要 なものを突 き詰めた上で性能指数 を作 ると、それは物理 の原理 や物質の電子状態 に直結
した普遍的 な ものにな ります。上 の例で、本当 に必要なのは実 は出力電圧 で もな く室温 に於 ける
S/N(ノ イズに対 する信号強度の比)で す。同様 に、内燃機関の場合 、取 り出 したいのは軸 の回転
速度で はな く仕事率であ り、そ して、それが カルノーサイクルによって非常 に一般的な形で制限 さ
れていることはご存知 の通 りです。
基礎工学研 究科では 「科学 と技術 の融合 による科学技術 の根本的な開発」 を理念 としている と聞
きました。私 も基礎研究 と応用研究のギ ャップを埋めたい と思い阪大基礎工 に赴任 しました。ち ょ
っと気 になることがあ ります。最:近の風潮 として基礎分野の研究者がす ぐに 「応用の役 に立つ」 と
言 うことです。予算獲得 のため に必要 なのは分 りますが 、「そんなこといわず にその素晴 らしい基
礎研究 をさらに展ば してほ しい」 と思 うときが よく有 ります。でも、 もし、本当に応用 にも興味が
あるのな ら単 に世の中で騒がれている性 能指数(例 えば磁気抵抗比)の 値 を追 うのではな く、その
裏にあ る真 に必要 な性能指数 を考 えていただけないで しょうか。基礎 分野の研 究者 はこの点につい
て も非常 に強いはずです。
さて、私 もお好み焼 きを作 ります。私の父が教 えて くれたお好み焼 きは、非常 に薄 くクレープ+
α程度の厚 さです。中には桜海老 とねぎしか入 れません。青海苔 と醤油 をかけて食べ ます。私 はこ
のお好み焼 きが好 きです。で も、本 当の味を追求す ると大阪で も関東で も無い、普遍的な指標が有
るのか もしれ ません。(大 阪 におけるお好み焼 きの指標 はカロリー(仕 事量)に 偏 って ませんかP)
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